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岐
阜
県
飛
騨
の
記
録
的
豪
雨

水
田
冠
水
や
ハ
ウ
ス
流
失
な
ど

　【愛知支局】ＪＡあいち中央
で営農担当４年目です。祖母が
農業をしている影響で農業に興
味を持ち、今年からナシの担当
をしています。部会の運営や販
売に携わる仕事をしています。
　ナシ農家さんはとても優しい
し、プロの方々なので勉強にも
なります。今年は新型コロナの
影響で、農家さんになかなか会
いに行けず苦労しました。
　今年から主担当となったの
で、目標を持ちながら仕事に取

り組みたいです。地元・安城市で育成
された品種「甘ひびき」のブランド力を
強化して、１円でも高く販売し、農家所
得の向上に貢献したいです。（入山）

ナ
シ
の
ブ
ラ
ン
ド
強
化
へ

若わ
か

林ば
や
し

花か

奈な

子こ

さ
ん

愛
知
県
安
城
市
・
２５
歳

　
　
　
　
◇　
　
　
◇

　
Ｑ　

酪
農
を
始
め
ら
れ
た
頃
の

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

孝
さ
ん　
最
初
は
１４
歳
の
時
、

父
親
と
ヤ
ギ
を
１
頭
飼
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
７０
年
間
、
酪
農
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
浩
久
さ
ん　
幼
い
頃
か
ら
酪
農

業
の
大
変
さ
や
、
や
り
が
い
を
見

て
き
ま
し
た
。
酪
農
の
大
学
を
出

て
、
自
然
な
形
で
後
を
継
ぎ
ま
し

た
。

　
Ｑ　

お
店
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
？

　

浩
久
さ
ん　
子
供
の
ア
レ
ル
ギ

ー
対
策
で
、
質
の
良
い
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
を
作
り
ま
し
た
。
近
所
に

配
っ
た
ら
好
評
で
、
こ
れ
は
売
れ

る
か
も
と
思
い
ま
し
た
。
大
き
な

転
機
は
北
海
道
の
酪
農
家
と
知
り

合
っ
た
こ
と
で
す
。
京
都
の
酪
農

家
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
勉
強
に

中村 孝さん、浩久さん 津市

高品質の生乳で加工品作り

行
き
ま
し
た
。
あ
の
出
会
い
が
な

け
れ
ば
、
今
は
無
い
と
思
い
ま

す
。

　
Ｑ　

酪
農
業
を
さ
れ
て
い
て
、

特
に
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

　

孝
さ
ん　
衛
生
管
理
で
す
。
２

０
１
０
年
に
国
内
で
発
生
し
た
口

蹄
疫
を
き
っ
か
け
に
検
査
が
厳
し

く
な
り
、
消
費
者
の
食
の
安
全
へ

の
意
識
も
変
わ
っ
た
と
感
じ
ま

す
。

　
浩
久
さ
ん　
そ
し
て
質
の
向

上
。
自
家
産
の
生
乳
で
製
品
を
作

っ
て
い
る
こ
と
は
、
来
店
者
の
多

く
が
知
っ
て
い
る
し
、
「
お
い
し

い
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た
ら
本
当

に
う
れ
し
い
で
す
。

　
Ｑ　

今
後
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

孝
さ
ん　
こ
れ
か
ら
も
で
き
る

と
こ
ろ
ま
で
酪
農
業
を
や
っ
て
い

き
た
い
で
す
。　
　
　
（
山
本
）

　
【
静
岡
支
局
】
「
お
客
さ
ま

の『
こ
ん
な
に
お
い
し
い
の
？
』

の
声
が
何
よ
り
の
励
み
」
と
話

す
の
は
、
静
岡
市
清
水
区
で
イ

チ
ゴ
４０
㌃
を
経
営
す
る
中
村
嘉よ

し

宏ひ
ろ

さ
ん（
６７
）。
観
光
農
園
「
な

ぎ
さ
園
」
を
メ
イ
ン
に
「
章

姫
」
「
紅
ほ
っ
ぺ
」
を
栽
培
し

て
い
る
。

　
１
月
か
ら
５
月
の
観
光
農
園

の
売
り
上
げ
が
１
年
の
収
入
の

９
割
以
上
を
占
め
る
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
３
月
と
４
月
は
前
年
の

３
分
の
２
ま
で
減
少
。
例
年
は

５
月
中
旬
ま
で
開
園
し
て
い
る

農
園
を
４
月
下
旬
で
終
了
し

た
。

　
来
客
数
が
大
幅
に
減
る
中
、

観
光
農
園
で
消
費
し
き
れ
な
い

イ
チ
ゴ
を
完
全
予
約
制
の
激
安

セ
ー
ル
で
販
売
。
家
族
の
提
案

で
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
）
に
投
稿
し
た
と
こ
ろ
、
県

内
外
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
殺
到

し
、
瞬
く
間
に
完
売
と
な
っ

た
。

　
来
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、
手
洗

い
場
へ
の
消
毒
液
設
置
や
、
１

グ
ル
ー
プ
１
ハ
ウ
ス
の
受
け
入

れ
を
予
定
す
る
な
ど
感
染
症
対

策
へ
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

「
ど
ん
な
に
経
営
が
厳
し
く
な

っ
て
も
、
歴
史
あ
る
静
岡
の
石

垣
イ
チ
ゴ
を
継
承
し
て
い
き
た

い
」
と
中
村
さ
ん
は
前
を
向

く
。

　
　
　
　
　
　
　
（
伊
久
美
）

　
【
岐
阜
支
局
】
７
日
夜
か
ら

８
日
朝
に
か
け
て
活
発
な
梅
雨

前
線
で
県
内
に
降
り
続
い
た
雨

は
、
記
録
的
な
豪
雨
と
な
り
、

飛
騨
地
域
の
各
地
で
河
川
の
氾

濫
や
土
砂
崩
れ
、
道
路
の
崩
壊

が
発
生
。
農
業
共
済
関
連
の
被

害
は
、
下
呂
と
高
山
の
両
市
を

中
心
に
被
害
申
告
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　
気
象
庁
に
よ
る
と
、
８
日
午

前
ま
で
の
２４
時
間
降
水
量
は
下

呂
市
で
４
１
４・０
㍉
、高
山
市

で
３
０
９・０
㍉
を
観
測
。い
ず

れ
も
観
測
史
上
最
大
を
記
録
し

た
。岐
阜
気
象
台
に
よ
る
と
、７

月
の
降
水
量
は
下
呂
市
萩
原
で

１
２
０
０
㍉
に
達
し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岐
阜
（
岐
阜
県

農
業
共
済
組
合
、
岩
井
豊
太
郎

組
合
長
理
事
）
で
は
現
在
、
被

害
の
全
容
把
握
に
努
め
て
お

り
、
迅
速
な
損
害
評
価
を
行

い
、
共
済
金
の
支
払
い
へ
取
り

組
む
。

　
下
呂
市
の
萩
原
町
、小
坂
町
、

下
呂
町
、高
山
市
の
漆
垣
内
町
、

滝
町
、丹
生
川
町
、
久
々
野
町
、

朝
日
町
で
は
河
川
の
氾
濫
な
ど

に
よ
り
水
田
の
冠
水
や
土
砂
の

流
入
、
苗
の
流
出
が
発
生
。
園

芸
施
設
で
も
突
風
被
害
や
川
沿

い
に
あ
る
ハ
ウ
ス
の
流
失
な
ど

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
１７
日
現
在
、
把
握
し
て
い
る

農
業
共
済
関
係
の
被
害
は
、
水

稲
５
０
０
・
７
㌃
、
園
芸
施
設

１７
棟
、
大
豆
２１
・
２
㌃
、
建
物

２
棟
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
同

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
早
急
な
被

害
状
況
の
確
認
に
努
め
て
お

り
、
通
行
止
め

の
道
路
や
土
砂

が
流
入
し
て
い

る
場
所
で
は
、

職
員
が
安
全
を

確
認
し
た
上

で
、
評
価
や
状

況
確
認
に
当
た

っ
て
い
る
が
、

立
ち
入
り
困
難

な
場
所
も
あ

り
、
全
容
の
把

握
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
現
場

確
認
は
現
在
も

続
い
て
お
り
、

今
後
も
被
害
が

増
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

の
野
菜
栽
培
を
業
務
の
中
心
と

し
て
い
る
。
温
暖
な
気
候
と
ミ

ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
ん
だ
土
壌

を
活
用
し
た
、
「
ト
マ
ピ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
パ
プ
リ
カ
の
栽
培

が
特
徴
だ
。

　
ま
た
、
耕
作
放
棄
さ
れ
た
土

地
を
利
用
し
て
、
菜
の
花
や
ヒ

マ
ワ
リ
を
栽
培
。
そ
の
種
か
ら

採
取
し
た
オ
イ
ル
を
、
食
用
油

や
化
粧
品
と
し
て
製
品
化
す
る

新
し
い
取
り
組
み
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
る
。

　
地
域
と
と
も
に
順
調
に
歩
ん

で
き
た
が
、
卸

売
り
事
業
で
契

約
す
る
多
数
の

農
家
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
影
響
を

受
け
た
。
飲
食
店
な
ど
へ
の
販

路
を
失
い
、
苦
境
に
立
た
さ
れ

て
い
る
生
産
者
に
と
っ
て
、
知

多
ベ
ジ
セ
ッ
ト
の
販
売
は
大
き

な
励
み
に
な
る
。
季
節
に
合
わ

せ
た
内
容
に
変
え
て
、
今
後
も

継
続
さ
れ
る
予
定
だ
。

　
佐
口
さ
ん
は
「
大
変
な
時
期

だ
か
ら
こ
そ
農
家
さ
ん
の
力
に

な
り
、
食
の
魅
力
や
大
切
さ
を

見
直
し
て
い
き
た
い
」
と
話

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
上
）

　
今
年
４
月
か
ら
名
古
屋
市
内

の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
販

売
を
開
始
し
、
好
評
を
得
て
い

る
。
地
元
の
野
菜
の
お
い
し
さ

に
魅
了
さ
れ
て
、
単
品
で
販
売

す
る
野
菜
も
手
に
取
っ
て
も
ら

え
る
機
会
が
増
え
た
と
い
う
。

　
同
社
は
農
産
物
の
卸
売
り
事

業
や
、
知
多
半
島
・
南
知
多
町

に
あ
る
自
社
農
園
１
０
０
㌃
で

定
。
家
事
の
負
担
が
少
し
で
も

軽
減
で
き
る
よ
う
に
工
夫
を
凝

ら
す
。

　
知
多
ベ
ジ
セ
ッ
ト
は
、
知
多

半
島
で
生
産
さ
れ
た
野
菜
を
メ

イ
ン
に
詰
め
合
わ
せ
た
商
品
。

料
理
研
究
家
監
修
の
レ
シ
ピ
も

添
え
ら
れ
て
い
る
。
６
月
初
旬

に
販
売
さ
れ
た
セ
ッ
ト
で
は
サ

ニ
ー
レ
タ
ス
や
ル
ッ
コ
ラ
セ
ル

バ
チ
カ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ニ
ン

ニ
ク
、
タ
マ
ネ
ギ
を
梱こ

ん

包ぽ
う

。
他

の
具
材
や
調
味
料
を
足
し
て

「
サ
バ
缶
と
ル
ッ
コ
ラ
セ
ル
バ

チ
カ
の
メ
ー
プ

ル
粒
マ
ス
タ
ー

ド
マ
リ
ネ
」
を

作
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
自
宅
で
料
理

を
す
る
機
会
が
増
え
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、
レ
シ
ピ
の
調
理

時
間
は
１５
分
程
度
を
目
安
に
設

　
【
愛
知
支
局
】
「
農
家
さ
ん
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
知
多
半
島
の
魅
力
を
よ
り
広
く
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
話
す
の
は
、
名
古
屋
市
に
あ
る
株
式
会
社
ｙ
ａ
ｏ
ｔ
ｏ
ｍ

ｉ
の
営
業
に
携
わ
る
佐
口
健
太
さ
ん（
２６
）。
同
社
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
出
荷
先
が
減
少
し
て
い
る
生
産
者

を
支
援
す
る
た
め
、
知
多
半
島
の
野
菜
を
使
っ
た
「
知
多
ベ

ジ
セ
ッ
ト
」
を
販
売
し
て
い
る
。

料
理
研
究
家
の
レ
シ
ピ
添
付

㈱
ｙ
ａ
ｏ
ｔ
ｏ
ｍ
ｉ
名
古
屋
市

苦境に立つ農家を支援
知多半島産使った「知多ベジセット」販売

売
す
る
「
ミ
ル
ク
パ
レ
ッ
ト
」
を

経
営
し
て
い
る
浩ひ

ろ

久ひ
さ

さ
ん（
５７
）親

子
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
【
三
重
支
局
】
津
市
一
色
町
で

酪
農
業
を
営
む
中
村
孝た

か
しさ
ん（
８3
）

と
、
自
家
産
生
乳
の
加
工
品
を
販

「
石
垣
イ
チ
ゴ
と
石
垣
ハ

ウ
ス
を
守
り
続
け
た
い
」

と
中
村
さ
ん

左から株式会社yaotomiの岡田亜有美さん（２９歳、営業・通
販担当）、佐口さん、木村太一さん（４４歳、生産・営業担当）

知多ベジセット。価格は
5００円（税別）

土
砂
な
ど
が
流
入
し
た
水
田
（
下

呂
市
萩
原
町
、
１０
日
撮
影
）

増
水
し
た
川
に
ハ
ウ
ス
が
地

面
ご
と
流
さ
れ
た
（
高
山
市

漆
垣
内
町
、
８
日
撮
影
）

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
損
害
評
価
急
ぐ

中
村
嘉
宏
さ
ん
・
静
岡
市

イ
チ
ゴ
観
光
園
の
来
客
激
減

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発
信
し
完
売

コ
ロ
ナ
禍
乗
り
越
え

季
節
に
合
っ
た
内
容
で
継
続
予
定

自
社
農
園
で
野
菜
作

耕
作
放
棄
地
活
用
も
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と
思
い
ま

す
。

　
Ｑ　

酪
農
業
を
さ
れ
て
い
て
、

特
に
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

　

孝
さ
ん　
衛
生
管
理
で
す
。
２

０
１
０
年
に
国
内
で
発
生
し
た
口

蹄
疫
を
き
っ
か
け
に
検
査
が
厳
し

く
な
り
、
消
費
者
の
食
の
安
全
へ

の
意
識
も
変
わ
っ
た
と
感
じ
ま

す
。

　
浩
久
さ
ん　
そ
し
て
質
の
向

上
。
自
家
産
の
生
乳
で
製
品
を
作

っ
て
い
る
こ
と
は
、
来
店
者
の
多

く
が
知
っ
て
い
る
し
、
「
お
い
し

い
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た
ら
本
当

に
う
れ
し
い
で
す
。

　
Ｑ　

今
後
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

孝
さ
ん　
こ
れ
か
ら
も
で
き
る

と
こ
ろ
ま
で
酪
農
業
を
や
っ
て
い

き
た
い
で
す
。　
　
　
（
山
本
）

　
【
静
岡
支
局
】
「
お
客
さ
ま

の『
こ
ん
な
に
お
い
し
い
の
？
』

の
声
が
何
よ
り
の
励
み
」
と
話

す
の
は
、
静
岡
市
清
水
区
で
イ

チ
ゴ
４０
㌃
を
経
営
す
る
中
村
嘉よ

し

宏ひ
ろ

さ
ん（
６７
）。
観
光
農
園
「
な

ぎ
さ
園
」
を
メ
イ
ン
に
「
章

姫
」
「
紅
ほ
っ
ぺ
」
を
栽
培
し

て
い
る
。

　
１
月
か
ら
５
月
の
観
光
農
園

の
売
り
上
げ
が
１
年
の
収
入
の

９
割
以
上
を
占
め
る
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
３
月
と
４
月
は
前
年
の

３
分
の
２
ま
で
減
少
。
例
年
は

５
月
中
旬
ま
で
開
園
し
て
い
る

農
園
を
４
月
下
旬
で
終
了
し

た
。

　
来
客
数
が
大
幅
に
減
る
中
、

観
光
農
園
で
消
費
し
き
れ
な
い

イ
チ
ゴ
を
完
全
予
約
制
の
激
安

セ
ー
ル
で
販
売
。
家
族
の
提
案

で
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
）
に
投
稿
し
た
と
こ
ろ
、
県

内
外
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
殺
到

し
、
瞬
く
間
に
完
売
と
な
っ

た
。

　
来
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、
手
洗

い
場
へ
の
消
毒
液
設
置
や
、
１

グ
ル
ー
プ
１
ハ
ウ
ス
の
受
け
入

れ
を
予
定
す
る
な
ど
感
染
症
対

策
へ
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

「
ど
ん
な
に
経
営
が
厳
し
く
な

っ
て
も
、
歴
史
あ
る
静
岡
の
石

垣
イ
チ
ゴ
を
継
承
し
て
い
き
た

い
」
と
中
村
さ
ん
は
前
を
向

く
。

　
　
　
　
　
　
　
（
伊
久
美
）

　
【
岐
阜
支
局
】
７
日
夜
か
ら

８
日
朝
に
か
け
て
活
発
な
梅
雨

前
線
で
県
内
に
降
り
続
い
た
雨

は
、
記
録
的
な
豪
雨
と
な
り
、

飛
騨
地
域
の
各
地
で
河
川
の
氾

濫
や
土
砂
崩
れ
、
道
路
の
崩
壊

が
発
生
。
農
業
共
済
関
連
の
被

害
は
、
下
呂
と
高
山
の
両
市
を

中
心
に
被
害
申
告
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　
気
象
庁
に
よ
る
と
、
８
日
午

前
ま
で
の
２４
時
間
降
水
量
は
下

呂
市
で
４
１
４・０
㍉
、高
山
市

で
３
０
９・０
㍉
を
観
測
。い
ず

れ
も
観
測
史
上
最
大
を
記
録
し

た
。岐
阜
気
象
台
に
よ
る
と
、７

月
の
降
水
量
は
下
呂
市
萩
原
で

１
２
０
０
㍉
に
達
し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岐
阜
（
岐
阜
県

農
業
共
済
組
合
、
岩
井
豊
太
郎

組
合
長
理
事
）
で
は
現
在
、
被

害
の
全
容
把
握
に
努
め
て
お

り
、
迅
速
な
損
害
評
価
を
行

い
、
共
済
金
の
支
払
い
へ
取
り

組
む
。

　
下
呂
市
の
萩
原
町
、小
坂
町
、

下
呂
町
、高
山
市
の
漆
垣
内
町
、

滝
町
、丹
生
川
町
、
久
々
野
町
、

朝
日
町
で
は
河
川
の
氾
濫
な
ど

に
よ
り
水
田
の
冠
水
や
土
砂
の

流
入
、
苗
の
流
出
が
発
生
。
園

芸
施
設
で
も
突
風
被
害
や
川
沿

い
に
あ
る
ハ
ウ
ス
の
流
失
な
ど

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
１７
日
現
在
、
把
握
し
て
い
る

農
業
共
済
関
係
の
被
害
は
、
水

稲
５
０
０
・
７
㌃
、
園
芸
施
設

１７
棟
、
大
豆
２１
・
２
㌃
、
建
物

２
棟
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
同

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
早
急
な
被

害
状
況
の
確
認
に
努
め
て
お

り
、
通
行
止
め

の
道
路
や
土
砂

が
流
入
し
て
い

る
場
所
で
は
、

職
員
が
安
全
を

確
認
し
た
上

で
、
評
価
や
状

況
確
認
に
当
た

っ
て
い
る
が
、

立
ち
入
り
困
難

な
場
所
も
あ

り
、
全
容
の
把

握
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
現
場

確
認
は
現
在
も

続
い
て
お
り
、

今
後
も
被
害
が

増
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

の
野
菜
栽
培
を
業
務
の
中
心
と

し
て
い
る
。
温
暖
な
気
候
と
ミ

ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
ん
だ
土
壌

を
活
用
し
た
、
「
ト
マ
ピ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
パ
プ
リ
カ
の
栽
培

が
特
徴
だ
。

　
ま
た
、
耕
作
放
棄
さ
れ
た
土

地
を
利
用
し
て
、
菜
の
花
や
ヒ

マ
ワ
リ
を
栽
培
。
そ
の
種
か
ら

採
取
し
た
オ
イ
ル
を
、
食
用
油

や
化
粧
品
と
し
て
製
品
化
す
る

新
し
い
取
り
組
み
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
る
。

　
地
域
と
と
も
に
順
調
に
歩
ん

で
き
た
が
、
卸

売
り
事
業
で
契

約
す
る
多
数
の

農
家
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
影
響
を

受
け
た
。
飲
食
店
な
ど
へ
の
販

路
を
失
い
、
苦
境
に
立
た
さ
れ

て
い
る
生
産
者
に
と
っ
て
、
知

多
ベ
ジ
セ
ッ
ト
の
販
売
は
大
き

な
励
み
に
な
る
。
季
節
に
合
わ

せ
た
内
容
に
変
え
て
、
今
後
も

継
続
さ
れ
る
予
定
だ
。

　
佐
口
さ
ん
は
「
大
変
な
時
期

だ
か
ら
こ
そ
農
家
さ
ん
の
力
に

な
り
、
食
の
魅
力
や
大
切
さ
を

見
直
し
て
い
き
た
い
」
と
話

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
上
）

　
今
年
４
月
か
ら
名
古
屋
市
内

の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
販

売
を
開
始
し
、
好
評
を
得
て
い

る
。
地
元
の
野
菜
の
お
い
し
さ

に
魅
了
さ
れ
て
、
単
品
で
販
売

す
る
野
菜
も
手
に
取
っ
て
も
ら

え
る
機
会
が
増
え
た
と
い
う
。

　
同
社
は
農
産
物
の
卸
売
り
事

業
や
、
知
多
半
島
・
南
知
多
町

に
あ
る
自
社
農
園
１
０
０
㌃
で

定
。
家
事
の
負
担
が
少
し
で
も

軽
減
で
き
る
よ
う
に
工
夫
を
凝

ら
す
。

　
知
多
ベ
ジ
セ
ッ
ト
は
、
知
多

半
島
で
生
産
さ
れ
た
野
菜
を
メ

イ
ン
に
詰
め
合
わ
せ
た
商
品
。

料
理
研
究
家
監
修
の
レ
シ
ピ
も

添
え
ら
れ
て
い
る
。
６
月
初
旬

に
販
売
さ
れ
た
セ
ッ
ト
で
は
サ

ニ
ー
レ
タ
ス
や
ル
ッ
コ
ラ
セ
ル

バ
チ
カ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ニ
ン

ニ
ク
、
タ
マ
ネ
ギ
を
梱こ

ん

包ぽ
う

。
他

の
具
材
や
調
味
料
を
足
し
て

「
サ
バ
缶
と
ル
ッ
コ
ラ
セ
ル
バ

チ
カ
の
メ
ー
プ

ル
粒
マ
ス
タ
ー

ド
マ
リ
ネ
」
を

作
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
自
宅
で
料
理

を
す
る
機
会
が
増
え
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、
レ
シ
ピ
の
調
理

時
間
は
１５
分
程
度
を
目
安
に
設

　
【
愛
知
支
局
】
「
農
家
さ
ん
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
知
多
半
島
の
魅
力
を
よ
り
広
く
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
話
す
の
は
、
名
古
屋
市
に
あ
る
株
式
会
社
ｙ
ａ
ｏ
ｔ
ｏ
ｍ

ｉ
の
営
業
に
携
わ
る
佐
口
健
太
さ
ん（
２６
）。
同
社
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
出
荷
先
が
減
少
し
て
い
る
生
産
者

を
支
援
す
る
た
め
、
知
多
半
島
の
野
菜
を
使
っ
た
「
知
多
ベ

ジ
セ
ッ
ト
」
を
販
売
し
て
い
る
。

料
理
研
究
家
の
レ
シ
ピ
添
付

㈱
ｙ
ａ
ｏ
ｔ
ｏ
ｍ
ｉ
名
古
屋
市

苦境に立つ農家を支援
知多半島産使った「知多ベジセット」販売

売
す
る
「
ミ
ル
ク
パ
レ
ッ
ト
」
を

経
営
し
て
い
る
浩ひ

ろ

久ひ
さ

さ
ん（
５７
）親

子
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
【
三
重
支
局
】
津
市
一
色
町
で

酪
農
業
を
営
む
中
村
孝た

か
しさ
ん（
８3
）

と
、
自
家
産
生
乳
の
加
工
品
を
販

「
石
垣
イ
チ
ゴ
と
石
垣
ハ

ウ
ス
を
守
り
続
け
た
い
」

と
中
村
さ
ん

左から株式会社yaotomiの岡田亜有美さん（２９歳、営業・通
販担当）、佐口さん、木村太一さん（４４歳、生産・営業担当）

知多ベジセット。価格は
5００円（税別）

土
砂
な
ど
が
流
入
し
た
水
田
（
下

呂
市
萩
原
町
、
１０
日
撮
影
）

増
水
し
た
川
に
ハ
ウ
ス
が
地

面
ご
と
流
さ
れ
た
（
高
山
市

漆
垣
内
町
、
８
日
撮
影
）

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
損
害
評
価
急
ぐ

中
村
嘉
宏
さ
ん
・
静
岡
市

イ
チ
ゴ
観
光
園
の
来
客
激
減

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発
信
し
完
売

コ
ロ
ナ
禍
乗
り
越
え

季
節
に
合
っ
た
内
容
で
継
続
予
定

自
社
農
園
で
野
菜
作

耕
作
放
棄
地
活
用
も


